
荒木・藤田研究室
(環境構成学講座・建築振動学*分野研究室)

教員：荒木 慶一 教授

藤田 皓平 准教授

配属定員：5名
2025年度研究室構成員（大学院生）

M2：3名, M1：5名, ドクター:3名(社会人含む), ポスドク:1名

*2025年度より分野名変更



•研究室ゼミでは振動学や構造力学、構造解析に関する文献を用い

ます

•建物の力学や振動現象について基礎から勉強したい人や、構造設

計実務や専門性を生かした職種に就職したい人・構造や振動問題

の研究に興味がある人は是非話を聞きに来て下さい

研究室訪問について

事前に訪問希望をお知らせください。ただし、2月、3月は学生、院生があまり

いません。
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研究室ホームページ
ゼミ・連絡先



研究室内様子

2023年度 M2
(2023年度修論発表会後)

2023年度 M1

4回生ゾーン
(～2022)

2024年度 M2



4

28%

11%

14%

18%

8%

3%

3%

7%

9%

グラフタイトル

スーパーゼネコン スーパーゼネコン清水建設

スーパーゼネコン大林組 スーパーゼネコン大成建設

スーパーゼネコン鹿島建設 スーパーゼネコン竹中工務店

設計事務所 設計事務所久米設計, 昭和設計, 平成建設, 戸田建設, フジタ, 長谷川コーポレーション, 多田脩二構造設計事務所, 日建設計

メーカー メーカーハウスメーカー（積水ハウス, 大和ハウス）

メーカー鉄鋼（日本製鉄, JFE, 新日鐵住金エンジ） メーカーゴム（住友ゴム）

インフラ インフラプラント（日揮）

インフラ電力・ガス（東京電力, 関西電力, 大阪ガス) インフラ鉄道(JR東海, JR東日本, 南海電気鉄道, 阪急電鉄)

不動産・コンサルタンツ 不動産・コンサルタンツザイマックス, 東京建物, NTT都市開発, NTTファシリティーズ, 三井不動産, 三菱地所

地方公務員 地方公務員奈良県庁, 亀岡市役所

IT IT メルカリ, エムティーアイ

大学教員 大学教員京都大学, 九州大学, 東北大学, 京都工芸繊維大学, 広島大学

その他 その他あずさ監査法人, 三菱商事, ハイドロソフト技術研究所, ゴールドマンサックス, 帝人, 新関西国際空港

スーパーゼネコン（21名）

大成

鹿島

設計事務所（8名）

メーカー（10名）

久米設計，昭和建設，平成建設, 

長谷川コーポレーション, 日建設計など

ハウス

鉄鋼ゴム

インフラ（10名）
プラント

電力

鉄道

不動産（6名）

地方公務員
（2名）

IT系（2名）

大学教員
（5名）

その他
（7名）

三井不動産, 三菱地所など

計74名

地盤環境工学分野研究室OB・OGの就職状況

2006～2020年度までの集計

2021年度：大林組, 森ビル, 三菱地所, 東京電力, 関西電力
2022年度：竹中工務店, 清水建設, 鹿島建設, 関西電力, JR東海
2023年度：大林組(2名),清水建設, 日鉄エンジ, 阪急
2024年度：清水建設



研究テーマ（荒木）

•新材料を用いた建築物の振動制御に関する研究

•木質構造やCO2固定化コンクリートなどを用いた建築物の持

続性向上に関する研究

•３Dプリンティングやロボティクスの技術を活用した新しい

構工法と構造設計法に関する研究

•宇宙建築の構造実現性に関する研究
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構造力学分野と建物の振動問題を融合した研究



形状記憶合金



CLTシェル



宇宙建築



研究テーマ（藤田）

•制震（振）・免震構造に関する研究

•構造最適化に関する研究

•建物の力学特性の同定・構造ヘルスモニタリング

•構造物や外乱の不確定性を考慮した設計法

（ロバスト性、冗長性、レジリエンスを高める設計法）

•建物と地盤の相互作用を考慮した解析と設計

•設計用地震動モデル／最悪地震動モデル

•地震入力エネルギーに関する研究
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構造力学分野と建物の振動問題を融合した研究



・骨組モデルを用いた最適設計
・環境負荷を考慮した構造最適化
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汎用構造解析ソフトウェア (SNAP)

最適化ツール（自作プログラムなど）

応答出力 設計変更

2021年-2024年, 卒論・修論

ダンパーによって
層間変位が一様化

汎用ツールを用いた構造最適化



主体架構

フリーウォール

免震装置

粘性ダンパー
で連結

連結ダンパー
免震装置

2011, 2015-2019年卒業研究
2013, 2024年修士論文

2013, 2019年優秀修士論文賞
（日本建築学会、免震協会）
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免震・制振システム

新たな構造システムを提案と性能評価



連続2層の加速度記録を用いた同定法
（2012-2017修論：国際ジャーナル）
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曲げせん断モデル同定関数へ代入

小型振動計測装置（２台）

小型振動計測装置（２台）

速度計（6台）

速度計（6台）

システム同定

システム同定
：観測記録から建物のモデルパラメータを推定する方法

未知：
剛性
減衰係数

定式化

伝
達
関
数

高次モードを考慮

観測

同定

物理モデル

伝達関数のフィッティング

部分空間法を適用

伝達関数のフィッティングに基づく
システム同定

頂部のみの観測データを用いた同定法
(2020-24, 卒論・修論）



複合災害への対応（構造システム・モニタリング）

流体-構造連成解析による数値シミュレーションと
桂キャンパスでの振動台実験と現象把握 (2023年度卒論・修論)

浸水被害を受けている建物に地震外乱を受けることを想定

設計時に想定していなかった複合的な災害リスクによって
建物がどのような挙動をするのかを検討

擁
壁

免震建物
(構造解析)

流
体

実験による実現象の把握


